
据付工事 参考図
資料に記載の施工方法は参考用としてください。当社が開示した施工方法についてその品質を保証するものではありません。
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必ず守って頂きたい事

※上記が守られていない場合は、保証対象外になりますので、ご了承ください。

バスタブの交換可能な施工とすること。

排水金具のメンテナンス時に、バスタブ裏面よりメンテナンス・交換できる施工とすること。

例 1：エプロン下部の床面への接着不可（メンテナンス・交換が容易にできないため、バスタブ裏が不衛生になる恐れ）

例 2：バスタブ側面の接着不可（メンテナンス・交換が容易にできないため、バスタブ裏が不衛生になる恐れ）

※詳細は、別資料【アクリル製置型バスタブ 直結排水方法 参考図】の資料をご確認ください。

※詳細は、別資料【アクリル製置型バスタブ 開放排水方法 参考図】をご確認ください。

以下の２つの方法をご参考に、排水方法をご検討ください。

直結排水 据付工事参考図

開放排水 据付工事参考図

※排水用フレキホース取出穴位置
（必要に応じて現場加工してください）

洗面室

脱衣所

洗い場

アクリル製 置型バスタブ

ピット（L=600,W=300,H=100 mm）
※建築工事にてお願いします
※ピットの位置・大きさは、モデルによって異なります。
　レグと排水の位置を考慮するため、各承認図をご確認ください。

排水ホースと排水立上管の接続用内径エルボ 

VUφ50mmまたは VPφ50mm

ピット用ドレンパイプΦ100mm（浸透式）

砕石層（浸透式）

バスタブ専用排水φ65mm

エプロン下に水上側ですき間（15mm程度）が必要です。
レグで調整してください。
エプロン下に水上側ですき間（15mm程度）が必要です。
レグで調整してください。

エプロン下に水上側ですき間（15mm程度）が必要です。
レグで調整してください。
エプロン下に水上側ですき間（15mm程度）が必要です。
レグで調整してください。


